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新生・いわて産業振興センターをよろしくお願いします
　昨年12月1日、財団法人いわて産業振興センターは社団法人岩手県産業貿易振興協会と合併し
ました。旧・協会は岩手県産品の販売促進のための物産展をはじめとしたプロモーション活動のほか、
中国・大連に設立された「岩手県大連経済事務所」の運営を行ってきました。これらの事業は、次ページ
でご紹介する旧・協会の職員が中心となって、引き続き運営にあたります。
　旧来のセンター事業と併せ、より強力な体制で岩手県の産業を支えてまいります。どうぞこれからも
当センターをよろしくお願い申し上げます。
＊旧協会事業は、いわて産業振興センターの「総務・金融グループ」に属します。
　事務所は旧来通り、いわて産業振興センターと同じく「岩手県先端科学技術研究センター」内です。本年度内は
人員の異動等はありません。


試練の後、実り多き
一年になることを祈って


　明けましておめでとうございます。


　我が国そして本県にとりまして、昨年は大変な試練の年


でありました。3月に発生した「東日本大震災」とその発生


直後の「大津波」により、沿岸各地では人的・物的両面で


莫大な被害がもたらされました。地震の発生から約10ケ月


が経過しましたが、沿岸被災地では依然として変わり果て


た光景が目立っています。


　内陸部においても地震直後からガソリン等の不足によ


り、物流や人の流れの寸断がもたらされたことは記憶に新


しいところであり、企業によっては地震やその直後の停電


で建屋や機械設備に大きな被害が発生したところもありま


した。


　復興はいまだ緒についたばかりであり、今年こそは、本


格的な復興にむけた力強い槌音が沿岸各地に響くことを


期待したいところであります。


　当センターとしても、地域産業の力強い復活に努める企


業への支援を通じて、沿岸地域企業の復旧復興の一助と


なるべく、総力を挙げる所存です。もちろん、県内の経済の


けん引役となる企業の皆様に対しましても、経営相談、下


請あっせん、設備貸与、ものづくりアカデミー、希望ファンドに


よる補助等さまざまなメニューで引き続き支援を行ってまい


ります。


　また昨年末、当センターは（社）岩手県産業貿易振興協


会と合併を行い、同協会が行ってきた物産展等の開催事


業及び中国大連市の岩手県大連経済事務所運営事業を


承継いたしました。


　これまでのセンター事業に併せ、本県企業の皆様を販


路拡大の面でもより強力にバックアップしてまいりますので、


お気軽にいわて産業振興センターをご活用いただきたいと


存じます。今年一年がみなさまにとり、実り多い年となること


をご祈念してご挨拶とします。
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財団法人いわて産業振興センター 専務理事
長葭 常紀
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平成23年12月1日からの新体制
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実行委員会
事務局


旧・協会では、昨年6月に盛岡市内で「い
わて特産品フェア」を開催し、産業の復興
をアピールしました
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いわての物産展等実行委員会の事業について


新職員のご紹介


　東京・名古屋・大阪やその周辺都市部において、デパートなどを会場に岩手県物産展を開催し
ます。食品や工芸品の販売・PRを通して、岩手県の産業を全国に向けてアピールします。盛岡市
内でも同様に物産展を開催し、地元消費者へのPRも行います。
　そのほか、「南部鉄器総合見本市」を開催するほか、商談会「いわて食のマッチングフェア」で、
首都圏等のバイヤーに、岩手の食材を紹介します。


※総務・金融グループ所管


「物産販路拡大開拓事業」「指導事業」「県産品普及向上事業」の3事業を通して、
岩手県産品の販売促進を図ります。＊「海外販路開拓事業」は総務・金融グループ所管となります。


　（株）岩手県産と共同で物産情報紙を発行し情報提供を行います。


　地場産品の普及拡大を図るため、主に新商品を対象とした「いわて特産品コンクール」を開催
します。また、地場産業活性化に寄与する、市町村産業まつりや業界団体の展示会を対象に、経
費を一部助成します。


　本県と中国の経済交流・観光誘致を図るため、支援の拠点として岩手県大連経済事務所を運
営します。中国において県産品の販路拡大支援活動を行うほか、県産品の商談会も開催します。


◎物産販路拡大開拓事業◎


◎指導事業◎


◎県産品普及向上事業◎


◎海外販路開拓事業◎


生マッコリSeng
（株）中原商店ぴょんぴょん舎
（いわて特産品コンクール


岩手県知事賞）


繭と漆のジュエリー・ブローチ
工房 夢繭・花


（いわて特産品コンクール
岩手県知事賞）


（いわて産業振興センターの他部署とは回線が異なりますのでご注意下さい）
URL http://www.joho-iwate.or.jp/bussan/


お問い合わせ先 財団法人いわて産業振興センター いわての物産展等実行委員会事務局


019-613-4011電話 019-613-4012FAX


　昨年12月１日付けで当センター所属となった、旧・岩手県産業貿易振興協会の職員と、
同９月20日付けで総務・金融グループ所属となった職員を紹介します。
　皆様のところに訪問した際にはよろしくお願いいたします。


●総務・金融グループ 物産展等実行委員会事務局（旧：岩手県産業貿易振興協会）


次長 伊藤 俊治
　所属する団体は変わりましたが、業務は
これまでと同じ県産品の販売促進です。こ
れまで培ってきた経験を生かしながらも、
新しい気持ちで取り組みたいと思います
ので、どうぞよろしくお願いいたします。


主査
　県からの派遣で大連経済事務所の
管理運営を担当します。県事業と連
携を取りながら県内企業の対中日ビ
ジネスの支援に努めます。産貿時代
に引き続きよろしくお願いします。


　物産展、いわて特産品フェア、コン
クールなどを担当します。岩手県産品
の普及拡大のため、頑張って参りま
す。どうぞよろしくお願いいたします。


●総務・金融グループ


　岩手の物産をもっと知っていただく
ため、微力ながら頑張っていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。


金融調査員 津田 真治
　金融機関では沿岸2ヶ所の支店で
の勤務経験があり、今回このような形
で支援に関わることに運命的なものを
感じています。休みの日は、天空の城
ラピュタ号（マツダ・ラピュタ）で、ひな
びた温泉に出かけることが多いです。


販路開拓推進員 山下 恵


海上 博 主査 五日市 由美
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　大船渡市の大船渡湾近くに工場を構えていた株式会社理工電気。昨年３月の東日本大
震災では工場が被災、同市内赤崎と東京都内のインキュベーション施設に新天地を求め、
業務を再開させるに至った取り組みと、今後の展望について取材しました。


　３月の東日本大震災による大津波から数日後、
株式会社理工電気の崎山淳史社長が電話をか
けた相手は、以前から取引のある工業機械商社
の担当者だった。１台数千万円もする大型機械４
台をその電話で発注。「カタログも見ず、値段も聞
かずに、とにかく早く持ってきて欲しいと伝えまし
た。まるで宅配ピザの注文みたいに」と、崎山社長
はそのときのことを笑いながら振り返る。
　４月半ばから赤崎町に本社工場を構え、一部
操業を再開。６月頃には現在の規模にまで事業を
復旧させている。「震災後１か月の動きが勝負だと
直感し、とにかく早期の復旧をめざしました。BCP
（※）、企業にとっての危機管理プランが求められ
ていたと思います。取引先から、数日復旧が遅れ
たら海外に仕事を頼むところだった、と言われたこ
ともありました」。崎山社長のスピード感を持った対
応が、顧客と仕事をつないだ瞬間だった。
　大船渡湾近くにあった工場は、三陸沿岸を襲っ
た2011年３月の津波によって流された。「地震の揺
れのあとすぐ、非常用持ち出し袋に設計データの


入ったハードディスクを入れて、従業員全員を帰し
ました。私は事務データを持って自分の車まで逃げ
ましたが、ふと視線の先に黒煙が上がるのが見え
て…津波がそこまで来ていたんですね。車に事務
データも置いたまま、走って逃げました」。グループ
４社の80名の従業員のうち、女性１名が自宅で津
波に遭い亡くなった。工場や工場内の設備も流さ
れるなど、震災による損害は計り知れない。


　現在赤崎町の工場内では、震災直後に発注し
た４台の大型機械のほか、修理に１か月半を要し
た研磨機などが稼働している。「研磨機は新品を
買えば2000万円。修理にも相当かかったけれど、
修理できるものは治したほうがいいと、機械メー
カーも協力してくれました」と崎山社長。工場内の
工作機械には自社で製作したものも多い。自社製
の機械は、津波のがれきや泥の中から従業員が
部品をすくって組立て直し、取引先からの支援を
受けながら復旧させるに至っている。
　同社の事業内容は、電子部品やコネクタなどの


今こそ！


「数日遅れていたら仕事は海外に」
工場復旧に向けたスピード勝負


精度の高い仕事と品質を支える
創業当初からの企業精神は健在！


1


りこうでんき


※BCP…Business Continuity Plan








試作や量産。また、それらに関連する治具の設計
や製作も行っている。1976年の創業当初は、宮城
県内に工場があった大手電子部品メーカーとの
取引が同社の売上げのほとんどを占めていた。平
成に入り、徐 に々仕事を海外に取られるようになり、
平成６年にはついにゼロになる。それと前後して、
貸与でまかなっていた組立治具などの機械設備
を自社で設計、製作するようになったという。
　「現在の取引先はほとんどが首都圏のメー
カー。国内を見ると同業界の規模は縮小傾向に
ありますが、廃業した会社の仕事が回ってきたり、
手作業じゃないと難しい仕事があったり。創業当
初から、品質に対する責任感や、仕事上の間違
いに対する本心からの反省の気持ちなどを大切
にしてきました」と崎山社長。震災で工場の場所
は変われど、従業員は創業当初から変わらない
精神を守り続けている。


　創業当初からの取引先紹介など、いわて産業
振興センターとのつながりの深い同社。震災後に
も中古設備のあっせんを受けたり、被災地企業向
けの商談会に積極的に参加したりと、支援を有効
に活用している。
　現在は東京都中小企業振興公社による支援を


受け、東京事務所を開設している。被災直後、新
幹線が止まり、宿泊場所の確保も難しい中で首都
圏との距離を感じたという。「打ち合わせや現場
の立ち合いなどが気軽に行える環境になりまし
た。支援は２月末までの期間限定ですが、それ以
降も東京に拠点を構え、ちょっとした試作なら造れ
る程度の環境を整えようと考えています」と本格
的な東京進出にも意欲を見せる。
　国内産業は震災前から、円高や海外への工場
移転など厳しい状況の中に立たされている。「精
度の高さが求められる組み立て業務など、私たち
にしか出来ない仕事があります。そういった仕事
で役に立って、生き残る企業になっていきたい」。
思いもよらない新しい局面に立たされた、岩手のも
のづくり産業の底力がいま試されている。


CLOSE


UPCLOSE


UP
株式会社理工電気
【代表取締役社長】崎山淳史
【所在地】岩手県大船渡市
　　　　赤崎町字諏訪前37-4
【 電 話 】0192-27-1681
【 FAX】0192-27-1431
【URL】


設備や商談会、支援を有効活用
東京事務所を開設し新天地へ


1.工場内組み立てラインにお
ける最終検査の様子。４名の
従業員がひとつひとつの製
品に目を凝らし、目視で手早
くチェックを行う
2.組み立てラインでは、多い
ときは数十点におよぶ部品を
リズミカルな手さばきで組立
てていく
3.震災後に購入した研磨機
4.設計室の様子。製作機械の
設計を行っている
5.新品のマニシングセンター
も、震災後に購入した設備
6.100分の1ミリ単位で製品
のゆがみやズレがないか検査
し、品質の高い製品を製造
7.グループ４社のうち、女性
従業員が全体の８割を占める
8.津波にのまれた後、1か月
半かけて修理した研磨機
9. 震災前の本社工場
10.東京都中小企業振興公
社の支援を受けて開設した
東京オフィス
11.赤崎町の本社工場外観


＜P.2・3写真＞
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代表取締役社長 崎山 淳史
1961年大船渡市生まれ。東京の大学卒
業後、大手総合電機メーカー（株）東芝
に勤務。90年にUターンし（株）理工電
気取締役に就任。首都圏における取引
先の開拓など業務の幅を広げてきた。
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http://www.best-quality.co.jp/
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北東北3県域アパレル企業ビジネス
マッチングフォーラムを開催しました
北東北3県域アパレル企業ビジネス
マッチングフォーラムを開催しました


被災地企業コラボレーション商談会開催報告被災地企業コラボレーション商談会開催報告


　12月15日（木）、盛岡市「ホテルメトロポリタン盛岡NEW 
WING」にて、「被災地企業コラボレーション商談会」が、（公財）
東京都中小企業振興公社の主催により開催されました。
　これは、被災地企業の支援を目的に、首都圏等企業と、岩手・


宮城・福島の３県企業と
のマッチング機会を提
供しようと開かれたも
のです。
　当日は、発注側企業
が首都圏等から54社、
受注側企業が計115


　11月10日（木）、二戸市「二戸パークホテル」にて、「北東北３県域アパレル企業ビジネス
マッチングフォーラム」を開催しました。
　本フォーラムは、北東北３県（青森・秋田・岩手）の縫製関連業者間における交流に加え、首
都圏等アパレル業界発注企業とのビジネスマッチングに向けた商談交流会で、岩手20社
26名、青森11社15名、秋田４社５名、首都圏等発注企業18社29名に行政関係者などもあ
わせ、119名が一堂に会しました。
　はじめに、北東北３県の企業と、首都圏等発注企業の全参加企業が、１社ずつ自社紹介を
行いました。発注企業の中には遠く岡山県から出席した企業もありました。
　続いて、各社が対面しての個別面談では、１回15分間という限られた時間で、ビジネス
マッチングに向け、熱心に商談・情報交換が行われました。３県の企業が自社製作品を手にし
ながらアピールする姿も見られました。
　また、フォーラム会場には３県各企業の技術を紹介するためにサンプル展示スペースを設け、
各社展示ブース前では、休憩時間、面談の合間を利用して、情報交換する様子も見られました。
　個別面談終了後は懇親会を実施し、こちらも100名以上が出席しました。面談できなかっ
た企業とも名刺交換を行いながら、さらに交流を深めていただきました。
　回収したアンケートでは「満足」と回答された企業が3県企業・首都圏等発注企業ともに
3/4を超えました。同時に貴重なご意見もいただきましたので、今後の催しに生かしてまいり
ます。ご参加いただいた企業様におかれましては、本フォーラムをきっかけにして、新しいビ
ジネスが展開されることを期待しております。
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社出席し、大勢の企業が集結する大規模な商談会となりまし
た。本県からは74社が商談に臨みました。
　当日は行政関係者のほか、マスコミの取材もあり、注目度の
高さが伺えました。
　本県をはじめとした被災地企業は震災で大きな打撃を受けた
ところも多く、再興に向けた取引を見つけるための絶好の機会と
なったようです。首都圏側の企業も、「日本復興」を目指す思いは
同じということもあり、商談会場は熱気に包まれていました。
　同様のコラボレーション商談会が、3月7日に福島県郡山市で
開催される予定です。詳しくは東京都中小企業振興公社のホーム
ページでご確認ください。
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　東日本大震災の影響を受けた中小企業の新規受注の確保等の支援や
新しいものづくりの体制の確保に向けて「下請中小企業震災復興特別商談会」を
開催しますので、是非ご参加ください。


下請中小企業震災復興
特別商談会
下請中小企業震災復興
特別商談会 （岩手会場）


全国中小企業取引振興協会 商談会開催事務局
TEL／03-5541-6688　FAX／03-5541-6680
メール／torihikiassen@zenkyo.or.jp http://zenkyo.or.jp/syodankai-iwate/


主催：経済産業省、中小企業庁


平成
23年度


平成24年3月14日（水）13：00～
ホテルメトロポリタン盛岡 ニューウイング


無 料


開催日時
会　　場
参加資格


定 員


参 加 料 （交通費、駐車料は有料）


【発注企業】工業製品の製造委託先等の新規開拓を希望する発注企業。（全国から参加可能）
【受注企業】青森県、岩手県、宮城県、福島県、栃木県、茨城県、千葉県内に工場等を有する企業
【発注企業】先着60社
【受注企業】先着180社


お
問
い
合
せ
、


お
申
し
込
み


産業支援グループ 三上（019-631-3822）


平成24年6月20日～22日
東京ビッグサイト（東京国際展示場）
18社


20万円程度／１社


※沿岸広域（大船渡、釜石、宮古）のコーナー設置と、
このコーナーに出展する企業への支援を検討している
ところです。詳しくは別途お問い合わせください。


加工製品・技術 プラスチック加工
関連製品・技術


金属加工関連
製品・技術


切削、鋳造、鍛造、ロストワックス、
ダイカスト、プレス、圧空成形、射出成形


エンプラ・スーパーエンプラ、
汎用プラスチック、金属、


非鉄金属、セラミックス、複合材料、
ゴム・エラストマー・シリコン樹脂 など


材料および製品


その他関連製品・技術
洗浄剤、潤滑油、接着剤 など


その他
試験機器、計測機器、モータ及び周辺技術、


油空圧機器、表面処理、
バリ取り技術・機器等


募集概要
開 催 時 期：
開 催 場 所：
募集企業数：


出展負担金：


出展対象業種：


※申込用紙は上記URLからダウンロードできます。
http://www.joho-iwate.or.jp/kikai2012/


申 込
問合せ先


　平成24年６月20日～22日の３日間、東京都の「ビッグサイト」で開催される、機械要素と機械材料・加工技術などの
主要企業が一堂に集結する、第16回「機械要素技術展」への出展企業を募集いたします。


　この展示会は日本最大級の集客力を誇り、製造業の設計技術者、研究開発者、生産技術者、購買・資材担当者など
多数の来場者があり、平成23年度は３日間で延べ84,509人の来場者を数え、
会場のいたるところで名刺交換、見積依頼、具体的商談が行われていました。


　毎年多くの企業が出展することから（23年度は1,633社）、出展者同士のいわゆるBtoBでの商談も期待できます。
　当センターでは「岩手県共同出展ブース」を設置していますが、平成24年度は「震災からの復興」をテーマに、


より全国に向けて本県企業をアピールするため、従来よりもスペースを拡大します。
　新規取引先開拓の絶好の機会です。是非出展をご検討下さい。
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株式会社津田商店


震災なんかに
負けない！
企業からのメッセージ


釜石市


３月には1600坪の新工場が完成予定
美味しくて栄養満点な海の幸を、再び全国へ！


内壁の補修が終わったばかりの明るい工場。スタッ
フの丁寧な手作業で、製品ができあがっていく
釡石市中妻町の仮事務所では、新工場の業務開始
に向け新工場のレイアウト決めなどが行われている


11月末の取材時には基礎工事が行われていた新工場建設現場
釡石北高校の跡地に建設予定の新工場の完成予想
図。３月末で一度解雇した従業員は再雇用する予定


【所在地】久慈市夏井町大崎12-30-1
【連絡先】TEL/0194-52-4415  FAX/0194-52-4416


【仮事務所】釜石市中妻町1-21-10 沖ビル1階
【連 絡 先】TEL/0193-25-0300 FAX/0193-25-0301


津田保之社長津田保之社長


安心安全で美味しい
学校給食を届けます！


　釜石市内の本社と大槌工場は、津波で壊滅しました。震災から１年となる
今年３月、釜石市内に約1600坪の新工場が完成予定です。今は新工場での
業務再開に向けた準備のため、仮事務所にて機械の発注や工場内のレイア
ウト決めなどを行っています。
　新工場での業務再開は、新しい場所、新しい環境で、様々な問題も出てく
るでしょう。放射線の風評被害にも対応しなくてはなりません。今は市場ご
とに放射線チェックの証明書が添付されますが、食品の安心安全への配慮
を徹底し、当社でも自主検査用の機材を導入して対応していきます。
　取引先と話をしていく中で、工場は震災前の規模に戻すことを決めまし
た。仕事は戻ってくる、と確信を得ています。当社の冷凍食品は、全国の学校
給食などに提供してきた自信の商品。今後は地元の水産業が復旧するのを
待ちながら、北海道などから素材を仕入れて商品をお届けしていきます！ 津田商店の加工食品は、素材や調味料にこだわり、


魚嫌いの子どもでも骨までおいしく食べられると評判


水産缶詰・冷凍食品製造 株式会社津田商店


最長10年、1億円まで
貸付可能です。


最長10年、据置期間2年
利息1.85％で貸付可能です。


（＊1）一定条件を満たせば （＊2）東日本大震災で被災した企業は


種 類 ・ 条 件


お問い合わせ
総務・金融グループ


詳しくはお問い合せください。


TEL／019-631-3821


2.3％→1.95％
（設備貸与の場合）


県内に事業所・工場を有する中小企業
（企業組合・協業組合含む）
5年または7年（＊1、＊2）


100万～6,000万円（＊1）


貸与額の10％（最終償還時に返還）
年1.95%（＊2） 5年＝1.837%、7年＝1.360%


従業員20人以下の県内小規模企業者
（商業・サービス業は5人以下）
5年または7年


100万～6,000万円


（金融チーム直通）http://www.joho-iwate.or.jp/setsubi/


対 象 企 業


貸 付 期 間
対 象 設 備
限 度 額
（消費税込み）


保 証 金
利息、リース料
連帯保証人


設備貸与 リース


設備（建物をのぞく）


法人＝代表含み2人以上　個人＝1人以上・長 期／5年～10年　・低 利／年利1.95%
・無担保　・金融機関の借入枠とは別枠です
「設備貸与制度」は、中小企業の皆様が機械・設備を導入するときに、セ
ンターがそれを商社・メーカーから直接購入して低利で割賦販売また
はリースをする公的制度です。


設 備 貸 与 制 度 の ご 案 内
設備
導入


貸与料
支払貸与申込・契約


売買契約


設備代金支払設備代金支払
メーカー
販売業者
メーカー
販売業者 センターセンター


中小企業中小企業


利率を引き下げました！


いずれも設備貸与のみ。条件はお問い合せください。
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岩手の企業と、共にがんばる！（財）いわて産業振興センター広報誌


2012年、
がんばろう岩


手！


2 試練の後、実り多き一年になることを祈って試練の後、実り多き一年になることを祈って


6 アパレル企業ビジネスマッチングフォーラム
下請中小企業震災復興特別商談会
被災地企業コラボレーション商談会


新生・いわて産業振興センターをよろしくお願いします
いわての物産展等実行委員会事務局について／新職員のご紹介


平成24年度「第16回機械要素技術展」出展企業募集7
震災なんかに負けない！企業からのメッセージ
設備貸与制度のお知らせ
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震災なんかに負けない！企業からのメッセージ
設備貸与制度のお知らせ


平成24年度「第16回機械要素技術展」出展企業募集
震災なんかに負けない！企業からのメッセージ
設備貸与制度のお知らせ


8
今こそ！岩手の底ヂカラ 支援企業紹介
株式会社理工電気


4


新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶





